
～救急車適正利用のお願い～

本当に
救急車が
必要ですか？



救急車の要請件数は増加傾向！！

夏は1年の中でも救急需要が高まる季節
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出場件数（令和6年度）

9万件越え！！ 救急車出場件数のピークは年2回！
夏は
・熱中症
・レジャーなどでの事故

冬は
・年末年始特有の事故
（お餅詰まらせる等）
・ヒートショックによる疾患
・感染症 など

参照：東京消防庁ＨＰ Ｒ6救急活動の現況



搬送人員
798,533人
（令和7年度）

中等症
（41.2％）

重症
（7.1％）

実際は・・・
軽症（入院を要さない）が50％以上

四谷消防署マスコットキャラクター

なかには搬送辞退で、
不搬送になることも
多くあるんだニャン

軽症
（51.8％）

※令和７年のデータは速報値となります。
※割合は小数第２位を四捨五入して表示しているため、内訳の合計が100％にならない場合があります。



① 東京版救急受診ガイド（WEB版）

ここがポイント！
チャット式で、年代、性別を選択し、
症状を入力すると
AIが緊急度を判断！音声入力も可能！

医療機関案内に加え、ルート案内も可能！！

東京版救急受診ガイド または 東京版救急受診ガイド
QRコード



② ＃7119 東京消防庁救急相談センター

緊急性の高い時や重症の時はためらわずに！！

119番通報してください！！

ここがポイント！
症状を聞いて、緊急性があるか、
受診の必要性があるか、
専門家がアドバイスしてくれる！
医療機関案内もしてくれる！



熱中症には 「すい・えん・やす」

熱中症対策をして、
最高の夏にするニャン！

すい…水分補給は忘れずに

えん…塩分チャージも大切に

やす…こまめに休憩しよう


